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　　　　　　　　　　二三の日食（3）

　　　　　　　　　　　公　文　　武　葦

　3．観測準儒　地磁氣地電流の槻測小屋の工事も吹第に進捗して，四丁には

スズランの花盛り，一同は毎口早朝一と云っても7時には日はすでに高い

一に宿舎を出て現揚の鑑督をする．連日の好天氣に恵まれて工事には頗る

都合がよい．呼値小學校に入塾する爲tc遙かに20里の山奥から出かけて來た

オロチヨンの子供が悠々と草原を馳駆する姿も勇しい．6月7H自分は縣公署

　　　　　　　　　　　　　・薩1二線機と恒嚇ク・ノ川列を

　　　　　　　　　　　　　　　　　据えて受信の準備をする．予午儀の

　　　　　　　　　　　　　　　　　据付けも8日には労る．このrlも近
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ケハン　　　　　　　　　　　　　　　　　くの金敵閨逮甲に匪賊が出て之が討

　　　　　　　　　　　　　　　　　伐に向つた一州に四つた大朝の堀記

　　　　　　　　　　　　　　　　　者がナぶ濡れになって蹄って來る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　黒龍江は水量を増して物凄い．911

　　　　　　　　　無・・一問・世嗣からあミ

　　　　　アムールの魚釣り

　　　満洲美人の　魚釣
　　　（釣竿の曲線美を見られよ）

る．この寮は太陽の高度と方位角から設計したもので，共の上に少しの微動

部を残して望遠鏡を固定する．以上で天測は絡り，コロナ鴇眞装置は準備萬

端整って地磁氣，地電流の小屋に器械の据付も完成したので共後專ら電線

約500米の張線と，別に天幕を張って地磁氣の要素を連績槻測する仕事が残

が見え始めて，11時を過ぎると寒さ

も加はつて夜露に全身’歩ぶぬれにな

る．1時1ミには東天rl々に明け渡っ

て，しきりに鶏鳴が聞える宿舎へ

の節途草原に回る焉に會ふ事再三，

檸猛な犬の映えカ：Nるには全く閉口

する．

　之の頃槻思川小屋に全く完成し，

10口にはコロナ撮影用の姦も完成す
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された鐸である．

　コロナの撮影装置の平民決定は明方の月を利用して完了したので只日食を

待つ叱り，一方地四郷地電流の測定も開始され一同書夜を問はす全く多忙に

日を江つた．此の頃野原には金ポ1ゲ，タンポポ，アヤメ等の満開で有藥の

蕾も次第に大きくなる．16日午前0時￥新城博士，辻野氏，上谷氏等の一・行

も到着され，日食を目前に控へて大いに緊張味を加へる．18日コロナ爲虞機

テスト．二黒占！

　4．日食営日　3時に起床して見ると東北の方ソビエ1トの山には朝日が正

に出でんとする所，アム1ルを渡る朝風も涼しく絶好の天賜，再び床に入り

6時一齊に起床する．新城，荒木の爾博士を初め一4同の顔には喜びの色が温

れる．食後北海道に打電して模様を問合せ労々大voに氣眉をあげる・
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　三口仕事の分澹を示すと　荒木博士総指揮，帰艦親測

　1）地磁氣，地電流伯記装置）の劉ヒ・千田氏此の記録は李常のもの及び（2）と

　　　比較研究．
　2）新城博士，荒木博士，上谷氏　アブソリユ1卜観測磯で（】）と關聯した仕事亭

　　　常時も行ふ・

　3）　時計係　上谷氏・

　4）16ミリ撮影　新城大二郎氏・

　5）　ユニフオ1ム機に依るコロナ撮影　高倉氏，公交・

愈々皆既の1時聞前からコ・ニフオ1ム機の貼用，墨差が初まって縣公署か

ら現場に運び極力温唆攣化に依る焦鮎距離の攣化を考慮する．新城博士はア

ブソリユ1トの天幕の南側を外して墜眼鏡を片手に，折柄の飛雲を見て心配
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する一・同を拗ます．刻一刻太陽は三日月形に，四園の親衆も全く静まりかへ

って警官の民衆を整理する聲のみが聞える．荒木博士はピストル片手に訣け

行く太陽を覗き，糸の様な太陽が僅かに淺る．一同の緊張は釜々加はる．高

倉氏と自分は

すでに部署に

つき，シヤツ

タ1，片ヂ・に：荒

木開平を凝硯

する．轟然・一・

磯！　愈々聖

訓iだ！　上谷

氏の讃みあげ

る時計の毎秒

の音のみ聞え

て全く無我平

繍
織二三癖騨転攣壁門轡締攣灘醗

・嘩・麟卜　驚

　　　　　一卜谷，新城，公文，荒木博士，高倉，大松

皆既を待つ　右前方に見えるがコロナ機

　　　　　左方に見えるが16ミリ撮影機

中，2枚3枚引くシヤツタ1の音に辻野氏が時間を記録してFさる．7枚の撮

影を終へて高倉氏は悠々生フイルムに鴇つたコロナを眼める．未だ位置は大

丈夫，更に撮影綾行，計10枚，もう驕りだ．最後の饒興に1枚．計11枚を撮：

つて悠々凱歌をあげる．2同の日食観測に200％の成巧を牧めた荒木博士，初

めて日食を見る新城所長を中心に一同思はす萬歳を唱へる．口切がすめばも

う記事も無い．最後に最後迄御厚意と御援助を賜はつた満洲國官民の方々及

び日本駐満機關，満鋤lli二に深く感謝の意を表してこの稿を絡る事にしよう．

只淺されたのは地智識，地電流方面の［1食後の記録課査・この頃満目の草原

には白，紅とりどりの筍藥が旧き露しれて満目之皆百花！！　（完）

　　　　　　　　　　太陽面活動す！！

　11月上旬以來，太陽面は頓に活況を呈し，下鮎群，数の卜しい出現をみせて

みる．因みに去る11月6日目木町減四四の観測によれば，略筆相封数200以上

にも達してみるど然し，小黒黙の多数出現で，観測は特に注意を要する，


